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研究成果の概要（和文）： 5つの研究テーマごとに以下の成果を上げた。①岩手県博をはじめとする5館で重要自然史
標本を調査し、合計数十の自然史財候補標本を選定した。② 自然史財のカテゴリーおよび重要度の評価基準を数十人
の専門家の合意の下で定めた。③北大総合博物館のホームページに自然史財メタデータベースのもととなるサイトを開
設した。④ 自然史財保護法の起草を目指して立法の専門家と法律文案を検討中。既存の認定・登録システムの多数例
において利点・欠点を洗い出し、自然史財認定・登録システムを作成中。⑤ 法令および認定・登録を所管する省庁の
選定および実現を環境省、文化庁および国立科学博物館の関係者に打診した。

研究成果の概要（英文）： Our one-year study resulted in the conisderable outcome as follows. 1. Some ten n
atural history specimens were selected as the candidates for the Natural History Properties from five muse
ums including Iwate Prefectural Museum. 2. Seven categories and a evaluation standard were established und
er the mutual agreement of several ten specialists. 3. A weg page entitled 'Natural History Properties' wa
s opened on the homepage of Hokkaido University Museum. 4. We are on the way to finish a draft of new law 
for the Protection Natural History Properties under the close examination of the existing law for the Prot
ection Cultural Properties, and are going to make an authorized registration system for the Natural Histor
y Properties. 5. We tapped national opinion for our idea of the Natural History Properties by negotiating 
with officers of the Ministry of Environment, the Agency for Cultural Affairs, and National Museum of Natu
re and Science, Tokyo.
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１．研究開始当初の背景 

人類の持続可能性の鍵は生物多様性保全
にあることは疑いない。未来の生物多様性を
保証する基盤は現在の自然と生物多様性で
ある。自然史標本は、ある時間におけるある
地域の生物多様性の証拠である故、自然史標
本が失われれば、人類が生存してきたところ
の自然環境の記録が不明となる。このように、
人類の持続可能性を保証するための知的基
盤であると共に国民の財産であり、人類の宝
である自然史標本は、東日本大震災において
その保全体制の脆弱性が露呈された。例えば
被災標本の修復に関しても、東日本大震災で
被災した文化財は、文化庁の指導の下、国・
地方自治体レベルで修復が進んだ一方、被災
した自然史標本の修復は主にボランティア
研究者間で個別に細々と行われたにすぎな
かった。 
自然史標本が失われた場合の問題の大き

さに鑑み、災害に対するレジリエンス（元に
戻る力）を自然史標本に持たせなければなら
ない。そのためには、災害に耐える設備等の
ハード面に加えて、それらを公的に位置づけ
ることで国民の関心と関与を促すソフト面
での対処が必須である。 
 

２．研究の目的 
東日本大震災で被災した自然史標本の救

助活動は主に研究者仲間で行われ、公的ある
いは国民的レベルからはほど遠かった事実
は、自然史標本が国民の財産となっていない
現状を表している。これを教訓とし、重要自
然史標本を国民の「自然史財」と位置づけ、
災害に対するレジリエンスを持たせ、それら
を保全するため、「自然史財法」の草案を考
え、自然史財の認定・登録システムを研究開
発する。さらには、それらを公的システムと
するため、関係省庁に働きかける。 
 

３．研究の方法 
災害で失われることが二度とないように、

重要自然史標本を文化財に準じて自然史財
として法的に位置づけ、認定・登録するシス
テムを開発するのが本研究の具体的目的で
ある。この研究目的を達成するために、まず、
自然史財とすべき自然史標本のカテゴリー
および重要度の評価基準を研究する。それと
平行して、重要自然史標本がどこにどのくら
いあるか、調査する。調査で得られた情報、
既存の全国重要標本の情報等を統合し、国民
が容易に理解し、利用できる情報を表示した
自然史財メタデータベースを作製・公開する。
自然史財保全のための法令草案を練りなが
ら、重要標本を自然史財として認定・登録す
るシステムを研究開発する。そして、開発し
たシステムを公のものとするため、法令およ
び認定・登録を所管する省庁を選定し、実際
にその実現を打診する。 
 
４．研究成果 

重要自然史標本を自然史財と位置づけて
法的に保護するとの新しいアイディアは、ま
ずは博物館及び自然史標本に関係する人々
に理解してもらわなければ実現はおぼつか
ない。そこで、自然史財にふさわしい標本の
調査を兼ねて自然史財への理解を得ること
を目的に、岩手県博をはじめとして北大総合
博物館、大阪市立自然史博物館、奈良文化財
研究所、国立科学博物館、神奈川県立博物館、
千葉県立総合博物館を順次訪ねた。その結果、
自然史財候補となる重要自然史標本が各館
で少なくとも 10 点以上見つかり、加えて自
然史財について貴重な意見・コメントをいた
だいた。以下に主なものを列挙する。 
(1)文化財では埋蔵文化財があるが、埋蔵

自然史財という概念はあるのか。そもそも自
然から自然史標本を採る理由は何か？(2)自
然史財の定義自体がしっかり出来ていない。
博物館に収納された時点で自然史標本はす
べて自然史財ではないか?(3)重要標本とい
っても重要にはいろいろな意味がある。(4)
自然史財に指定されると国からその管理体
制が問われるので地方は困る。そのための資
金を国が負担するなら OK。(5)各博物館で重
要コレクションはわかっても、含まれる自然
史標本全部が登録されていない場合が多い。
(6)学芸員の仕事量が多すぎるので調査もデ
ータベース化もできない。(7)科博は自然史
標本の概要について各地方博物館当施設か
らアンケートを取っている。今のところ 12
施設から回答有。(8)北海道文化財審議会で
化石の天然記念物化を目指すために北海道
から算出した化石をリストアップした。モデ
ルケースになる？(9)山形県博はすべての標
本のデータベース化を目指し、ほとんどが画
像付きで公開されている。(10)文化財のよう
に法律ができると研究できなくなる。(11)自
然史財指定しなければ守れないのは自然史
科学者の恥だ。正倉院の御物は敢えて文化財
保護法で指定していない。(12)人類標本は政
治的、心理的にも扱いが難しいし、微小で多
数ある微化石などまで自然史財化するのは
困難ではないか。(13)自然史財に登録しても
国が面倒を見るわけではなく、地方の負担が
増えるだけ。(14)自然史標本以外の自然史関
連モノ、例えば文書やマイクロフィルムはど
う扱うか?(15)日本にある海外の自然史標本
はどう扱うのか？(16)自然史標本は環境指
標としての重要性が高いので、「環境自然財」
「環境自然史財」として環境省に指定しても
らうのはどうか。(17)自然史標本よりも先に
博物館の重要性を位置付けるべき。 
以上の意見を勘案して研究を続行した結

果以下の成果を得た。 
(1)重要自然史標本の調査に赴いた博物館

で自然史財候補の選定が難航していた。理由
は、専門スタッフが数少ない、所蔵自然史標
本の全容をスタッフが把握しきれていない。
自然史財に対する理解不足（登録されたら研
究できなくなるのでは）等々である。 



(2)自然史財のカテゴリーおよび重要度の
評価基準を以下のように仮に定めた。 
①空間：特定の場所での多様性を網羅。

例：吉崎誠氏採集の岩手県山田町海岸の海藻
相を網羅した標本。 
②時間：特定の場所での時間的連続。例：

中村守純氏が採取した日本の河川が汚染さ
れる以前の淡水魚相標本。 
③分類群：特定分類群を網羅。例：中村光

一郎氏が所有する世界のウミグモ類標本。 
④個体数：普通種多数個体標本。例：モン

シロチョウだけを 5000 個体集めた標本。 
⑤タイプシリーズ：世界で唯一無二の標本

（群）。例：各種のホロタイプ、パラタイプ
など。 
⑥希少生物。例：絶滅種、絶滅危惧種など

の標本。 
⑦有用育種：歴史的価値のある人工的種内

変異。例：カイコ、マウス、ラット、キンギ
ョ等。 
 (3)北大総合博物館のホームページに自然
史財のサイトを開設した。日本列島地図の一
点をクリックするとその地域の博物館リス
トが現れ、博物館の名をクリックすると所蔵
自然史財がカテゴリー、重要度および画像を
ともなって表示される、との基本シナリオに
沿ってインターフェイスを作成中。 
(4)文化財保護法における文化財を自然史

財に置き換えた法律文案を検討中である。文
化財保護法は制定以来 60 年以上経つため附
則が多く、完成には法律家の助けを必要とす
る。認定・登録システムは、既存の民間ある
いは公的な多数の例において利点・欠点を洗
い出し、ひな形を作成中。 
(5)法令および認定・登録を所管する省庁

の選定および実現に関し、未だ草案が出来て
いない段階ではあるが、環境省と文化庁およ
び国立科学博物館の関係者に打診した結果、
文化庁は文化財行政に特化する故、自然史財
は文科省の他部局で扱うべきであることを
理解した。国立科学博物館においては館長以
下研究者は押しなべて興味を示したので、所
管部局との対話が今後必要となる。 
以上のように、本研究は大きな成果を上げ

たが、さらなる成果を目指して大型研究へ発
展させるべしとの声の元、情報と法律の専門
家を研究分担者に、地方博、人類学およびと
地球惑星科学の関係者を連携研究者に迎え、
「自然史財の総合的研究」と題し、平成 24
年度科学研究費補助金基盤（B）へ応募した。
幸いにも採択されたので、今後 3年間、自然
史財の研究を続けることとなった。 
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